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明
治
和
歌
史
に
関
す
る

資
料
展
観
目
録

―
主
題

「
明
治
の
新
派
和
歌
が

生
れ
る
ま
で
」
―

（
注
意
。
刊
行
年
に
は
す
べ
て
明
治
の

二
字
を
省
略
し
た
。
又
、
編
者
の
時
は
編

の
字
を
特
記
し
、
著
書
の
場
合
は
著
者
名

下
に
著
の
字
を
省
略
し
た
。
）

明
治
十
年
代

一
、
新
時
代
意
識
の
発
生

開

北
新

題
歌
集

（大
久
保
忠

・・保稀
ド
刊

明
治
開
化
和
歌
集

（
佐
佐
木
弘
綱
編
）

・３
・
７
刊

明
治
新
題
和
歌
梯

（
佐
佐
木
弘
綱
）
・４
・９
刊

嵯
　
鳴
　
雑
　
誌
　
　
　
　
１２
・・２
創
刊

（第
五
号
及
第
六
号
に
田
日
卯
吉
の

「
唱
歌
の
説
」
出
づ
）

二
、
新
体
詩
論

（
広
義
の
和
歌
改
良
論
）
起
る
。

新
　
体
　
詩
　
鋤

（一
上
哲
融
「
時
彼
版

十

一一
の

石

塚

（
湯
浅
半
月
）・８
ｏ・０
刊

（
植
村
正
久
の
序
文
に
注
目
の
事
。
）

三
、
狭
義
の
和
歌
改
良
論
起
る
。

歌
　
　
楽
　
　
論

（
木
松
謙
澄
）

・７
・
９
ｏｌＯ
よ
り
約
半
歳

東
京
日
日
新
聞
に
連
載
。

参
考
。
歌
謡
教
育
論

（
西
村
正
三
郎
）２．
．
７
刊

（
内
容
の

一
部
に
明
治
十
年
後
期
の
新
歌

論
の
情
勢
を
窺
知
せ
し
む
べ
き
も
の
が

，め
る
。
）

明
治
二
十
年
代

一
、
和
歌
改
良
運
動
の
積
極
化

東
洋

学
会
雑

誌

　

　

　

１９
ル

創
刊

　ヽ
　
　
　
　
（第
四
号
に
萩
野
由
之
の

「
小
言
」
出

づ
。
第
二
編
第
二
号
に
服
部
元
彦
の

「

和
歌
改
良
論
を
読
む
」
、　
第
二
編
第
五

．　
　
　
号
に
三
上
参
次
の
「
歌
の
諭
」
、
第
二
編

第
六
号
に
高
津
鍬
三
郎
の

「
誌
歌
フ
諭

ズ
」
等
出
づ
じ

（
二
十
二
年
十
二
月
号
に
萩
野
由
之
の

「
和
歌
及
新
体
詩
を
論
ず
」
出
づ
。
経
世

評
論
第
十
号
「
和
歌
を
論
ず
」
と
同
文
）

国
　
民
　
の
　
友

　

・　
　
２０
。１
創
刊

（第
二
十
九
号
に
徳
富
蘇
峯
の

「新
日

本
の
詩
人
」
出
づ
。
第
九
十
六
号
よ
り

百
七
号
に
亘
り
、
山
田
美
妙
の

「
日
本

韻
文
論
」
出
づ
。
そ
の
他
、
広
義
も
し

く
は
狭
義
の
和
歌
改
良
に
関
す
る
論
、

相
次
い
で
此
の
雑
誌
に
載
る
。
）

国
（学枷認醸噸
の論萩野由之
の臨絆″副

論
は
、
東
洋
学
会
雑
誌
の

「
小
言
に
小

補
筆
を
施
せ
る
も
の
）

国
学
和
歌
改
良
不
可
論

（
武
津
八
千
穂
）

２．
．
２
大
阪
刊

経

世

評

論
　
第
十
号
　
　
２２
・
４
刊

（
萩
野
由
之
の
「
和
歌
を
論
ず
」
出
づ
。

和
歌
改
良
に
新
体
詩
の
長
所
を
取
り
入

る
べ
き
を
説
く

和
歌
沿
革

略
史

（
池
袋
清
風
）

２．
．
８
・２３
、２４
ヽ
２５

２ヽ６

２ヽ８
郵
便
報
知
新

聞
所
載
。

（
清
風
に
は
、
ま
た
２．
。
６
・２９
、２．
．
７
、

６
、
８
東
京
日
日
新
聞
連
載

「
和
歌
概

論
」
の
述
作
が
あ
る
じ

詠
　
　
歌
　
　
論

（
佐
佐
木
信
網
）

２．
．２
女
学
雑
誌
第
九
十
八
号
所
載

（「

華
甲
文
集
」
所
収
）

（
本
論
は
和
歌
の
価
値
を
純
文
学
的
立

場
よ
り
再
認
識
せ
る
も
の
）

★
筒
、
こ
の
種
の
論
に
は
２．
。１
．１６
坪
内

逍
逢
の

「美
術
論
」
と
題
す
る
同
攻
会

学
術
講
演
が
あ
る
。

文
　
明
　
之
　
母
　
　
　
　
２．
．１０
創
刊

（第

一
号
に
山
田
美
妙
の
歌
載
る
。
）

い
　
ら
　
つ
　
め
　
　
　
　
２０
．７
創
刊

（
山
田
美
妙
の
歌
論
と
歌
と
載
る
。
）

し
ら

が

み
草
紙
　
　
　
　
２２
・・０
創
作

（井
上
通
泰
等
の
歌
話
載
る
。
第
四
十

九
号
よ
り
与
謝
野
鉄
幹
、
鮎
貝
梶
園
の

歌
評
並
び
に
歌
載
る
。
）

早

稲

田

文

学
　
　
　
　
Ｚ
。１０
創
刊

（井
上
通
泰
等
の
歌
論
そ
の
他
重
要
資

料
登
載
）

〓
日　
葉
　
の
　
花
　
　
　
　
２５
・
７
創
刊

（
十
二
月
二
十
日
号
に
柿
の
合
主
人
の

短
歌
擁
護
論
出
づ
。
）

婦
　
女
　
雑
　
誌
　
　
　
　
％
。２
創
刊

（
与
謝
野
鉄
幹
の
若
さ
日
の
歌
文
歌
話

出
づ
）

新
　
撰
　
歌
　
典

（落
合
直
文
編
）

２４
・・１
初
版

４５

（
本
書
萩
野
白
之
担
当
執
筆
の
個
所
に



な

「和
歌
及
新
体
詩
を
諭
ず
」
と
同
趣

♯」日を説く）呼十　　　　　２６２５・４３動一調

（
落
合
直
文
系
和
歌
改
良
運
動
家
の
雑

誌
。
落
合
直
文
、
萩
野
由
之
、
小
中
村

義
象
等
の
論
を
多
く
載
す
）

文
　
　
　
　
海

　

　

　

２６
・
４
創
刊

（第

一
巻
第
四
号
に
萩
野
由
之
の
文
話

出
づ
。
ま
た
、
金
子
雄
太
郎
（薫
園
）、

岡
麓
等
の
歌
載
る
。
）
一

★
明
治
二
十
五
年
、
六
年
の
交
よ
り
有
志

青
年
の
間
に
和
歌
改
良
熱
起
る
。

〓
一　
　
　
　
　
筑
　
　
　
　
２６
・３
創
刊

（
創
刊
号
に
山
田
美
妙
の

「雑
の
歌
」

載
る
。
与
謝
野
鉄
幹
の

「
東
西
南
北
」

調
の
先
雛
で
あ
る
。
）

★
浅
香
社
詠
草
、
二
十
六
年
に
入
り
、
自

新
聞
、
日
本
、
二
六
新
報
等
に
出
づ
。

和
歌
改
良
家
の
歌

い
　
さ
　
り
　
火

（
大
和
国
建
樹
）
２．
．１２
刊

山

し

た

水

（

同

）

響

５
刊

池
袋
清
風
大
人
詠
草
ス
池
袋
清
風
）
歌
稿

年
本（
こ
の
中
に
二
十
一
年
四
月
十
九
日
作

グ
レ
ー
墓
畔
吟
の
短
歌
訳
、
二
十
一
年

十
月
及
十
一
月
作
新
体
和
歌
試
作
等
あ

り

じ

浅
　
瀬
　
の
　
波

（
池
袋
清
風
編
）
２．
．
５
刊

井
上
通
泰
詠
草
第

一
集

（
井
上
通
泰
）

３３
・３
刊

（
通
泰
の
歌
は
主
と
し
て

「
し
か
ら
み

草
紙
」
に
載
る
じ

萩

（り
家

遺

稿

（
落
合
直
文
）
３７
・
５
初
版

（与
謝
野
寛
、
服
部
射
治
等
の
編
纂
）

萩

（ツ
家

歌

集

（
落
合
直
文
）
”
・
６
初
版

（
金
子
薫
園
の
編
纂
。
萩
の
家
遺
稿
の

収
載
歌
と
相
違
あ
り
。
）

参
考
。
落
合
直
文
先
生
書
腹
集

創

作

苦

心

談

（
鋒
。３
新
声
社
刊
）

（
こ
の
二
書
は
、
落
合
直
文
の
歌
論

資
料
〉

短
歌
改
革
運
動
起
る

亡
　
国
　
の
　
立口
（
与
謝
野
鉄
幹
）

２７
・

５
ｏｌＯ
１
１８
ま
で
二
六
新
報
所
載
。

（
は
じ
め
て
和
歌
革
新
の
語
を
用
ゐ
、

革
新
の
対
象
を
短
歌
に
限
定
す
）

東
　
西
　
南
　
北

（
与
謝
野
鉄
幹
）

２９
・
７
初
版

（鉄
幹
の
処
女
詩
歌
集
）

天
　
地
　
玄
　
黄

（
与
謝
野
鉄
幹
）

３。
。１
初
版

（
附
録
に
、
伊
落
落
葉
、
佐
佐
木
獨
尊
、

金
子
薫
園
の
歌
を
収
む
）

国
　
歌
　
新
　
論

（
末
松
謙
澄
）３０
．
５
刊

（
歌
楽
論
の
説
を
敷
街
せ
る
も
の
。
正

岡
子
規
の
歌
論
の
先
雛
で
あ
る
。
）

★
目
清
戦
後
、
雑
誌
発
刊
相
次
ぎ
、
各
誌

上
に
和
歌
革
新
問
題
を
取
扱
ふ
。
短
歌

改
革

・
の
声
漸
く
高
し
。

太
　
　
　
　
　
陽
　
　
　
　
２８
。１
創
刊

瑞
さ国ま
し文
幹
　
　
密一５．御制
４６

（第
二
号
よ
り
佐
佐
木
信
綱
の
短
歌
連

載
。
信
綱
の
歌
に
新
傾
向
あ
ら
は
る
。
）

自
　
　
百

　

〈
口
　
　
　
　
２９
・
５
創

・
刊

（第
二
号
佐
佐
木
信
綱
の
歌
出
づ
）

大
　
　
倭
　
　
心
　
　
　
　
２９
。９
創
刊

（
与
謝
野
鉄
幹
の
歌
並
び
に
論
説
出
づ
）

明
治
三
十
年
代

一
、
新
派
和
歌
建
設
時
代

★
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書

（
正
岡
子
規
）

３．
．
２
・１２
よ
り
３
●１０
に
わ
た
り
十
回
、

日
本
新
聞
に
出
づ
。

★
続

い
て
、
百
中
十
首

（
正
岡
子
規
）

３．
．２
・２７

よ
り
３
・８
迄
十
回
、
日
本

新
聞
に
出
づ
。

　́
　
　
★
与
謝
野
鉄
幹
の
歌
論
及
び
短
歌
、
主
と

し
て
読
売
新
聞
に
出
づ
。

（
明
治
三
十

一
、
二
年
頃
）

★
当
時
の
読
売
新
聞
は
新
派
和
歌
の
機
関

紙
の
如
さ
観
あ
り
、
日
本
新
聞
ま
た
子

規

一
派
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
。

反
　
省
　
雑
　
誌
　
　
　
　
２。
。８
創
刊

（
列
陳
の
号
に
は
鉄
幹
の
連
作

「
高
麓

旧
都
歌
」
出
づ
）

桜
　
　
華
　
　
国
　
　
　
　
３０
．
４
創
刊

（
鉄
幹
の
歌
出
づ
）

心
　
　
の
　
　
華
　
　
　
　
３．
．
２
創
刊

（新
浜
和
歌
の
綜
合
誌
。
列
陳
の
う
ち

３４
・
１
月
号
に
は
「
国
風
家
懇
親
会
」
の

写
真
及
び
佐
佐
木
信
綱
の

「
釣
船
」
と

題
す
る
文
あ
り
、
当
時
の
歌
壇
情
勢
を



知
る
便
が
あ
る
じ

い
　
さ
　
さ
　
川
　
　
　
　
”
。１０
創
刊

（
「
心
の
華
」
の
前
身
。
「
い
さ
さ
川
」
「

心
の
華
」
の
沿
革
は
「
心
の
花
」
三
百
号

記
念
号
の
石
樽
千
亦
の
文
に
く
は
じ
じ

国
　
　
文
　
　
学

（
明
治
書
院
発
売
）

３２
・
１
創
刊

（
落
合
直
支
系
歌
人
の
歌
論
と
作
品
と

を
登
載
。
）

膨

脹

（ツ
日

本
　
　
　
　
３２
・・２
創
刊

（第
二
巻
第
五
号
に
鉄
幹
の
文
、
同
巻

第
六
号
に
鉄
幹
の
歌
出
づ
。
当
時
の
鉄

幹
の
傾
向
を
知
る
に
便
で
あ
る
。
）

姫
　
　
百

　

〈
口
　
　
　
　
３２
・・１
創
刊

（
月
の
桂
の
や

一
派
の
和
歌
を
載
す
。

表
紙
題
字
は
落
合
直
文
の
筆
）

古
　
今
　
文
　
学
　
　
　
　
３３
・２
創
刊

（
武
島
羽
衣
の

「和
歌
壇
の
新
派
を
戒

む
」
を
載
す
じ

今
　
　
　
　
　
文
　
　
　
　
３４
。１
創
刊

翁
古
今
文
学
」
の
改
題
。
落
合
直
文
、

服
部
男
治
、
尾
上
柴
舟
等
の
歌
出
づ
。
）

活
　
　
文
　
　
壇
　
　
　
　
３２
・Ｈ
創
刊

（
正
岡
子
規
の

「新
体
詩
に
つ
い
て
の

説
」
、
屋
上
柴
舟
、
小
松
原
春
子

（
窪
田

空
穂
の
筆
名
）
の
歌
出
づ
。
）

★
新
派
和
歌
樹
立
の
た
め
に
古
歌
研
究
行

な
る
。

続

歌

学

全

室
日　
　
　
　
３．
１
３２
刊
行

★
青
少
年
の
文
芸
熱
昂
場
し
、
文
書
投
書

雑
誌
族
出
す
。

文
　
　
　
　
　
庫
　
　
　
　
２８
・８
創
刊

（第
十
四
巻
第
二
号
曇
一一十
三
年
〕
よ
り

短
歌
欄
は
鉄
幹
選
と
な
り
て
面
白
を
一

新
す
）

新
　
　
　
　
　
士戸
　
　
　
　
２９
。
７
創
刊

（
歌
欄
は
金
子
薫
園
が
選
者
。
列
陳
の

誌
上
に
は
後
年
与
謝
野
晶
子
と
そ
の
歌

才
を
並
称
せ
ら
れ
た
山
川
登
美
子
の
歌

文
収
載
。
）

★
地
方
に
も
ま
た
明
治
三
十
年
頃
よ
り
文

芸
雑
誌
族
出
す
。

文
　
　
　
　
　
壇

（
名
古
屋
）２９
・９
創
刊

新
　
　
文
　
　
学

（
月
防
徳
山
）
３０
．
６
創
刊

（
鉄
幹
の
写
真
及
び
作
品
載
る
。
）

．

よ

し

あ

し

草

（大
阪
）

３０
．
７
創
刊

（与
謝
野
晶
子
等
詩
歌
載
る
。
）

関
　
西
　
文
　
学

（大
阪
）

３３
・８
創
刊

翁
よ
し
あ
し
草
）
の
後
身
）

ふ
　
　
た
　
　
葉

（
大
阪
）

３２
・１
創
刊

小
　
　
天
　
　
地

（大
阪
）

３３
・・０
創
刊

翁
ふ
た
葉
」
の
後
身
）

鳳
　
　
　
　
　
翔

（
茨
城
）
　
　
３．
創
刊

翁
青
年
詞
壇
」
の
改
題
。
鉄
幹
の
作
品

載
る
じ

銀
　
　
　
　
　
杏

（
熊
本
）
３４
・６
創
刊

★
こ
れ
ら
の
文
芸
雑
誌
は
新
派
和
歌
の
発

達
普
及
に
貢
献
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ

た

。

参
考
。
小
木
曾
旭
晃
著
地
方
文
芸
史

☆
青
年
層
に
新
派
和
歌
研
究
団
外

族

出

す
。

い
か
づ
ち
会
発
会
当
時
の
写
真

３．
．
６
・Ю
発
会

新
　
　
文
　
　
士バ
　
　
　
　
３４
。１
創
刊

（
創
刊
号
に
八
杉
貞
利
の

「
二
十
世
紀

の
和
歌
壇
」
出
づ
。
そ
の
他
、
こ
の
雑

誌
に
は
若
葉
会
同
人
の
作
品
載
る
。
若

葉
会
は
三
十
二
年

一
月
発
会
）

★
こ
の
種
の
研
究
団
体
族
出
の
風
潮
は
地

方
に
も
波
及
し
て
新
派
の
歌
会
各
地
に

起
る
。

☆
根
岸
短
歌
会
成
る
。
　
　
　
３２
・２

★
坂
井
久
良
岐
の
七
日
会
成
る
。３２
・
４

・
７

★
三
十
三
年
四
月
、鉄
幹
新
詩
社
を
起
し
、

四
月
雑
誌
「
明
星
」
を
発
刊
す

明
　
　
　
　
星
　
　
”
・
４
１
１
４．
．ｎ

文

壇

照

魔

鏡
　
　
３４
。
１
匿
名
出
販
。

新
派
和
歌
確
立

★
三
十
三
年
八
月
鉄
幹
と
根
岸

と

の
論

争
。

大
　
　
帝
　
　
国
　
　
　
　
３２
・６
創
刊

（
坂
井
久
良
岐
、
左
千
夫
等
の
論
と
作

と
載
る
）

★
新
派
歌
集
続
出
。

朝
　
嵐
　
夕
　
雨

（月
の
桂
の
や
、
日
口

春
塘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
３３
・■
刊

（新
派
歌
集
噴
矢
）

か

た

わ

れ

月

（
金
子
薫
園
）
３４
・１
初
版

同
　
　
　
　
　
　
　
　
３４
。
４
三
版

竹
　
柏
　
園
　
集

（
佐
佐
木
揃
枷
獅
″
版



四
、

五

正
竹

の岡

貴
子

選規
歌

鉄
　
　
幹
　
　
子

（与
謝
野
縦
岬
ド
初
版

紫
　
　
　
　
　
　
（
与
謝
野
鉄
幹
）

３４
。
４
初
版

あ

け

ぼ

（ツ
集

（
丸
岡
月
の
桂
の
や
）

３４
・
４
刊

迦
　
　
具
　
　
土

（
服
部
射
治
）
３４
・
７
刊

れ
　
髪

（
鳳
晶
子
）
３４
・
８
初
版

ふ
　
ゑ

（
紫
苑
会
編
）３４
・９
刊

叙　　景　　詩腺縫）薫綱ヤ
幌彼躁

★
新
派
和
歌
作
法
書
出
づ
。

新
派
和
歌
評
論

（
黒
瞳
子
）

３４
。・０
刊

新

派
和
歌
大
要

（与
謝
野
鉄
幹
）
３５
・
６
刊

新
派
和
歌
辞
典

（
日
本
新
詩
会
編
）

３５
。
７
刊

明
星
派
に
対
す
る
新
体
詩
の
影
響

若
　
　
葉
　
　
集

（
島
崎
藤
村
）
∞
・８
初
版

な

つ

く

さ

（

同

）
３．
。１２
初
版

暮
　
　
笛
　
　
集

（
薄
田
泣
菫
）
３．
．１．
初
版

正
岡
子
規
に
対
す
る
日
本
派
歌
人
の
影
響

日
　
　
南
　
　
集

（
福
本
日
南
）

磐

之

尾

歌

集

（
丸
山
作
楽
）

（「
丸

・　
　
　
　
　
　
　
山
作
楽
伝
」
附
録
）

竹
　
の
　
里
　
歌

　

　

　

　

３７
・■
刊

日
本
新
聞
切
抜

一
東

子

規

言

行

録

ン」
　

の
　
　
花

（
子
規
の
新
体
詩
を
載

す
じ
　
　
３。
．
３
刊

六
、
坂
　
　
井
　
　
弁

（
久
良
岐
）
著
書

文

壇

笑

魔

経

　

　

　

Ｔ

５
刊

へ

な

つ

ち

集

　

　

　

３４
金

刊

附

一
、
新
詩
社
系
雑
誌

（
明
治
期
）

ス
パ
ル

（
４２
・１
創
刊
）

ト
キ
ハ
ギ

（
２
・
５
創
刊
）

根
岸
短
歌
会
系
雑
誌

（
明
治
期
）

馬
　
酔
　
木

（
３６
・
６
創
刊
、４．
．１
終
刊

ア
　
カ
　
ネ

（
４．
．
２
創
刊
）

人
生
と
表
現

（
４５
・
５

「
ア
カ
ネ
」
改
題

阿
羅
々
木
第

一
巻

（
４．
．１。
創
刊
）

ア
ラ
ラ
ギ
第
二
巻

（
４２
・９
創
刊
）

比
　
牟
　
呂

（
写
真
）

（
３６
・１
創
刊
、

４２
・３
終
刊
）

附
二
、
写

　

　

亘
（

明
治
三
十
三
年
頃
の
佐
佐
木
信
綱

晩
年
の
落
合
直
文
と
そ
の
筆
蹟

二
十
五
才
頃
の
与
謝
野
鉄
幹

歌
楽
論
執
筆
頃
の
松
謙
澄

明
治
二
十
年
代
の
池
袋
清
風

晩
年
の
池
袋
清
風
と
そ
の
筆
蹟

い
か
づ
ち
会
同
人

昭
和
三
年
十
二
月
十
六
日
撮
影
（茂
吉
、

綱
、晶
子
、柴
舟
、菫
園
、寛
、久
保
猪
之
吉

昭
和
七
年
十
月
十
七
日
撮
影
（
茅
野
雅
子

菊
池
駒
次
）
　

　

　

　

以
上
。

附
　
記
昭
和
二
十
六
年
十
二
月

一
日
、
毎
日
新
聞
大
阪

本
社
講
堂
に
お
い
て
当
国
文
学
会
主
催
の
公
開
講

演
会
を
開
催
し
た
こ
と
は
彙
報
に
記
し
た
通
り
で

あ
る
が
、
以
上
に
当
日
の
小
島
教
授
の
講
演

「子

規
と
鉄
幹
」
と
と
も
に
、子
規
歿
後
二
十
年
を
記
含

し
て
陳
列
し
た
明
治
和
歌
史
に
関
す
る
諸
資
料
の

中
か
ら
そ
の
主
な
も
の
を
選
び
、
ほ
ゞ
展
観
形
式

に
従
っ
て
掲
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
資
料
は

す
べ
て
小
島
教
授
架
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
（
日
中
）

くみ

さだ

３７
・
５
刊




